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内容



茨城町　議会だより　許

３月定例会のあらまし

　
平
成
　
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月

30

１
日
か
ら
　
日
ま
で
の
　
日
間
の
会
期

12

12

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
開
会
初
日
に
は
、
町
長
よ
り
、
平
成

　
年
度
町
政
執
行
方
針
の
説
明
が
あ
り
、

30続
い
て
、
平
成
　
年
度
当
初
予
算
や
条

30

例
の
制
定
な
ど
、　
議
案
に
つ
い
て
提

41

案
理
由
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
５
日
に
は
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、

３
人
の
議
員
が
執
行
部
の
考
え
を
質
し
、

そ
の
後
、
議
案
　
件
、
陳
情
１
件
を
そ

41

れ
ぞ
れ
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
し

ま
し
た
。

　
　
日
の
最
終
日
に
は
、
各
常
任
委
員

12
会
委
員
長
よ
り
、
付
託
さ
れ
た
案
件
の

審
査
結
果
の
報
告
が
あ
り
、
討
論
・
採

決
の
結
果
、
全
議
案
を
原
案
の
と
お
り

可
決
、
陳
情
１
件
を
継
続
審
査
と
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
議
会
よ
り
提
出
さ
れ

た
議
案
１
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
、

町
長
よ
り
追
加
提
出
さ
れ
た
議
案
６
件

を
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同

意
し
、
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
議
案

〇
公
の
施
設
の
広
域
利
用
に
関
す
る

協
議
に
つ
い
て

・
県
央
地
域
９
市
町
村
間
の
広
域
連
携

事
業
で
あ
る
協
定
書
の
一
部
を
改
正
。

【
全
員
賛
成
】

〇
公
の
施
設
の
広
域
利
用
に
関
す
る

協
議
に
つ
い
て
　

・
石
岡
市
、
行
方
市
、
小
美
玉
市
及
び

茨
城
町
の
４
市
町
間
の
広
域
連
携
事
業

で
あ
る
協
定
書
の
一
部
を
改
正
。

【
全
員
賛
成
】

〇
水
戸
地
方
農
業
共
済
事
務
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て
　

・
新
た
に
農
業
経
営
収
入
保
険
事
業
に

関
す
る
事
務
を
追
加
す
る
た
め
の
規
約

の
変
更
。

【
全
員
賛
成
】

〇
茨
城
町
個
人
情
報
保
護
条
例
及
び

茨
城
町
情
報
公
開
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
　
　

・
個
人
情
報
の
定
義
の
明
確
化
と
要
配

慮
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
な
ど
、
所
要

の
規
定
を
整
備
。

【
全
員
賛
成
】

唖

愛

阿

挨
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〇
茨
城
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個

人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
妊
産
婦
マ
ル
福
に
つ
い
て
、
所
要
の

規
定
を
整
備
。

【
全
員
賛
成
】

〇
茨
城
町
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の

採
用
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
　

・
人
事
院
勧
告
に
準
じ
て
任
期
付
職
員

の
給
料
月
額
を
平
均
０
・
２
％
引
き
上

げ
る
な
ど
の
改
正
。

【
全
員
賛
成
】

〇
茨
城
町
職
員
の
修
学
部
分
休
業
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
　

・
職
員
が
自
発
的
に
大
学
等
の
教
育
施

設
で
修
学
す
る
場
合
に
、
２
年
を
超
え

な
い
範
囲
内
の
期
間
に
限
り
、
１
週
間

の
勤
務
時
間
の
一
部
に
つ
い
て
勤
務
し

な
い
こ
と
を
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
所
要
の
規
定
を
整
備
。

【
全
員
賛
成
】

平成30年度当初予算案や副町長の選任案を含む平成30年度当初予算案や副町長の選任案を含む
議案など、48件を可決・同意しました。議案など、48件を可決・同意しました。
平成30年度当初予算案や副町長の選任案を含む
議案など、48件を可決・同意しました。

平成30年　第１回定例会
【会期：平成30年3月1日～12日　12日間】



距　茨城町　議会だより

〇
茨
城
町
新
築
住
宅
に
対
す
る
固
定

資
産
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

・
町
へ
の
定
住
の
促
進
と
町
内
業
者
の

育
成
を
図
る
た
め
、
町
内
に
本
店
を
有

す
る
法
人
ま
た
は
個
人
事
業
者
で
本
体

工
事
を
施
工
し
た
新
築
住
宅
を
取
得
し

た
場
合
に
、
床
面
積
１
２
０
㎡
以
下
の

部
分
に
係
る
固
定
資
産
税
額
の
う
ち
、

地
方
税
法
に
よ
る
新
築
軽
減
し
た
額
を

差
し
引
い
た
残
り
の
税
額
を
免
除
す
る

た
め
、
所
要
の
規
定
を
整
備
。

【
全
員
賛
成
】

〇
茨
城
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
国
民
健
康
保
険
制
度
の
広
域
化
に
伴

い
、
保
険
料
の
引
き
上
げ
や
納
期
の
変

更
を
行
う
改
正
。

〔
保
険
料
率
の
改
正
〕

〔
納
期
の
改
正
〕

（
改
正
前
）
納
付
回
数
　
回
、
納
付
月
 

10

４
月
・
６
月
・
７
～
２
月

〇
茨
城
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

・
消
防
団
員
の
報
酬
を
増
額
し
、
処
遇

の
改
善
を
図
る
た
め
の
改
正
。

【
全
員
賛
成
】

〇
茨
城
町
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て・人
事
院
勧
告
に
準
じ
て
町
長
、
副
町

長
及
び
教
育
長
の
期
末
手
当
の
支
給
割

合
を
０
・
０
５
月
引
き
上
げ
る
改
正
。

【
全
員
賛
成
】

〇
茨
城
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て・人
事
院
勧
告
に
準
じ
て
一
般
職
員
の

給
料
月
額
を
平
均
０
・
２
％
引
き
上
げ

る
な
ど
の
改
正
。

【
全
員
賛
成
】

（
改
正
後
）
納
付
回
数
９
回
、
納
付
月
 

７
～
３
月

【
賛
成
多
数
】

〇
茨
城
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
消
防
法
に
基
づ
く
危
険
物
の
製
造
所

等
の
設
置
許
可
申
請
等
の
検
査
手
数
料

な
ど
を
引
き
上
げ
る
改
正
。【全

員
賛
成
】

〇
茨
城
町
財
政
調
整
基
金
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
基
金
の
弾
力
的
か
つ
適
正
な
管
理
・

運
用
を
可
能
に
す
る
た
め
、
所
要
の
規

定
を
整
備
。

【
全
員
賛
成
】

〇
茨
城
町
地
域
福
祉
基
金
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
各
年
度
に
お
い
て
生
じ
る
決
算
剰
余

金
の
当
該
基
金
へ
の
編
入
を
可
能
と
す

る
た
め
、
所
要
の
規
定
を
整
備
。

　【
全
員
賛
成
】

〇
茨
城
町
土
地
開
発
基
金
条
例
を
廃

止
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
公
共
用
地
の
先
行
取
得
の
必
要
性
が

薄
れ
た
た
め
、
条
例
を
廃
止
。

　【
全
員
賛
成
】

３月定例会のあらまし

固定資産税が条件付きで免除されます

資産割額平等割額均等割額所得割額

改訂なし見直し現行見直し現行見直し現行

23.0%1万8000円1万6000円2万2000円2万円6.8%6.5%医療給付費分

7.0%1万円1万円9000円8000円2.3%2.3%
後期高齢者
支援金

1万7000円1万6000円1.9%1.9%介護納付金分

30.0%2万8000円2万6000円4万8000円4万4000円11.0%10.7%合　計



茨城町　議会だより　鋸

〇
茨
城
町
出
産
祝
金
支
給
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
新
生
児
が
生
ま
れ
た
す
べ
て
の
家
庭

に
出
産
祝
金
を
支
給
す
る
た
め
、
受
給

資
格
要
件
を
緩
和
す
る
改
正
。

【
全
員
賛
成
】

〇
茨
城
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

・
住
所
地
特
例
の
規
定
に
つ
い
て
、
国

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
っ
て
、

国
民
健
康
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
住
所

地
特
例
の
適
用
を
受
け
て
従
前
の
住
所

地
の
市
町
村
の
被
保
険
者
と
さ
れ
て
い

る
方
が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

し
た
場
合
に
、
当
該
住
所
地
特
例
の
適

用
を
引
き
継
ぎ
、
従
前
の
住
所
地
の
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
被
保
険
者

と
な
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
所
要
の
規

定
を
整
備
。

【
全
員
賛
成
】

〇
茨
城
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
が
広
域

化
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
県
と
町
の
業

務
区
分
を
明
確
化
す
る
こ
と
な
ど
の
改

正
。

【
全
員
賛
成
】

〇
茨
城
町
奨
学
金
貸
付
基
金
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

・
奨
学
金
に
要
す
る
経
費
の
財
源
を
積

み
立
て
る
基
金
を
設
置
す
る
た
め
、
所

要
の
規
定
を
整
備
。

【
全
員
賛
成
】

〇
茨
城
町
奨
学
金
貸
付
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

・
町
の
発
展
に
資
す
る
有
能
な
人
材
を

育
成
す
る
と
と
も
に
、
町
へ
の
定
住
を

促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
経
済

的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
方
に
対

し
、
月
額
２
万
円
の
奨
学
金
の
貸
し
付

け
を
行
う
た
め
、
所
要
の
規
定
を
整
備
。

【
全
員
賛
成
】

〇
茨
城
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
平
成
　
年
度
か
ら
平
成
　
年
度
を
期

30

32

間
と
し
た
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画

に
基
づ
く
、
保
険
料
率
の
改
正
。

（
改
正
前
）

３
万
３
１
０
０
円
か
ら
　
万
２
７

11

０
０
円
の
範
囲
で
９
区
分

（
改
正
後
）

３
万
４
３
０
０
円
か
ら
　
万
３
６

12

０
０
円
の
範
囲
で
　
区
分

10【
賛
成
多
数
】

〇
茨
城
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

・
高
齢
者
と
障
が
い
者
が
共
に
利
用
可

能
と
な
る
事
業
所
の
新
た
な
位
置
づ
け

や
、
認
知
症
・
高
齢
者
等
の
対
応
に
お

い
て
、
身
体
的
拘
束
等
を
規
制
す
る
た

め
の
対
策
強
化
の
基
準
を
定
め
る
改
正
。

【
全
員
賛
成
】

〇
茨
城
町
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の

事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
等
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て・指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
指
定

権
限
が
県
か
ら
町
に
移
譲
さ
れ
る
た
め
、

所
要
の
規
定
を
整
備
。
　【
全
員
賛
成
】

〇
茨
城
町
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
都
市
公
園
法
の
改
正
に
伴
い
、
都
市

公
園
法
で
規
定
し
て
い
た
都
市
公
園
の

運
動
施
設
率
の
基
準
に
つ
い
て
、
町
条

例
に
お
い
て
規
定
す
る
改
正
。

　【
全
員
賛
成
】

〇
茨
城
町
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
消
防
法
令
に
重
大
な
違
反
の
あ
る
防

火
対
象
物
に
つ
い
て
、
そ
の
違
反
内
容

な
ど
の
公
表
に
関
す
る
規
定
を
整
備
す

る
改
正
。

　【
全
員
賛
成
】

〇
茨
城
町
議
会
情
報
公
開
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
（
議

会
提
出
）

・
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
個
人
情

報
の
定
義
を
明
確
化
す
る
規
定
を
整
備
。

　【
全
員
賛
成
】

人材育成・定住促進のため奨学金制度設立

３月定例会のあらまし



漁　茨城町　議会だより

３月定例会のあらまし

漁　茨城町　議会だより

〇
茨
城
町
副
町
長
の
選
任
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

小
　
林
　
弘
　
文
　（
水
　戸
　市
）

　【
全
員
賛
成
】

〇
茨
城
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
の
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

細
　
谷
　
丈
　
夫
　（
下
　土
　師
）

　【
全
員
賛
成
】

〇
茨
城
町
政
治
倫
理
審
査
会
の
委
員

の
委
嘱
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

（
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
）

阿
久
津
　
正
　
晴
　（
水
　戸
　市
）

長
　
洲
　
敏
　
博
　（
下
　石
　崎
）

清
　
水
　
正
　
三
　（
下
　石
　崎
）

（
選
挙
権
を
有
す
る
町
民
で
公
募
に
よ

　
る
者
）

會
　
沢
　
勇
　
夫
　（
宮
　ヶ
　崎
）

川
　
澄
　
重
　
喜
　（
小
　
　
幡
）

　【
全
員
賛
成
】

請
願
・
陳
情
の
審
査
結
果

　

継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の

　〇
「
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
と

中
小
企
業
支
援
策
の
拡
充
を
求
め
る

意
見
書
」
採
択
の
陳
情
書
　

　
茨
城
町
谷
田
部
２
９
５

　
　
茨
城
県
労
働
組
合
総
連
合
　

　
　
　
議
長
　
白
石
　
勝
巳

審
議
未
了
と
な
っ
た
も
の

　〇
「
全
国
森
林
環
境
税
の
創
設
に
関

す
る
意
見
書
採
択
」
に
関
す
る
陳
情

　
新
潟
県
村
上
市
三
之
町
１
番
１
号

　
　
全
国
森
林
環
境
税
創
設
促
進
議
員
連
盟

　
　
　
会
長
　
板
垣
　
一
徳

（
新
潟
県
村
上
市
議
会
議
員
）

人
　
　
　
事

　

〇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

石
　
毛
　
常
　
己
　（
若
　
　
宮
）

　【
全
員
賛
成
】

唖

愛

阿

挨
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補正後の額補正額補正前の額会　計　名

114億8672万円4億  339万円110億8333万円一　 般　 会　 計

47億2766万円▲ 2億  699万円49億3465万円国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

3億2808万円34万円3億2774万円後期高齢者医療保険特別会計

31億7366万円▲ 520万円31億7886万円介 護 保 険 特 別 会 計

2億6309万円▲ 1960万円2億8269万円農業集落排水事業特別会計

7億  430万円▲ 2601万円7億3031万円公共下水道事業特別会計

7億3491万円－（収入）7億3491万円
収益的収支

水 道 事 業
会　 　 計

7億  538万円▲ 43万円（支出）7億  581万円

1億8198万円▲ 928万円（収入）1億9126万円
資本的収支

4億4231万円▲ 2220万円（支出）4億6451万円

※水道事業会計
資本的収支の不足額は損益勘定留保資金（現金の支出を必要としない費用の減価償却費など内部に留保して
いる資金）等で補てんしています。

可決された平成29年度補正予算



民生費民生費
39億5979万円39億5979万円
（33.7％）（33.7％）

総務費総務費
20億4403万円20億4403万円
（17.4％）（17.4％）

民生費
39億5979万円
（33.7％）

総務費
20億4403万円
（17.4％）

土木費
11億7827万円
（10.0％）

歳出（使いみち）

町債
8億8110万円（7.5％）

繰入金
6億3417万円（5.4％）

その他
15億1205万円
（12.9％）

町税町税
36億6682万円36億6682万円
（31.2％）（31.2％）

町税
36億6682万円
（31.2％）

地方交付税地方交付税
27億164万円27億164万円
（23.0％）（23.0％）

国県支出金国県支出金
23億5662万円23億5662万円
（20.0％）（20.0％）

地方交付税
27億164万円
（23.0％）

国県支出金
23億5622万円
（20.0％）

その他
1億3239万円
（1.1％）

教育費
13億5095万円
（11.5％）

公債費
8億4319万円
（7.2％）

衛生費
9億3695万円
（8.0％）

農林水産業費
6億7915万円
（5.8％）

消防費
4億3964万円
（3.7％）

商工費
1億8764万円
（1.6％）

歳入（財源）

一般会計

平成30年度 当初予算 可決平成30年度 当初予算 可決平成30年度 当初予算 可決

総額 総額 215215億67096709万円万円総額 総額 215215億67096709万円万円総額 215億6709万円
前年度比
0.4％増

特別会計及び企業会計　 98億1509万円
【前年度比6.7％減】

国 民 健 康 保 険
特　別　会　計
41億2980万円
前年度比 15.8%減

後期高齢者医療保険
特 　 別 　 会 　 計
3億4836万円
前年度比 9.7%増

介護保険特別会計

32億3659万円
前年度比 4.2%増

農業集落排水事業
特　別　会　計
2億7396万円
前年度比 3.0%減

公共下水道事業
特　別　会　計
7億5710万円
前年度比 3.5%増

水 道 事 業 会 計

10億6446万円
前年度比 9.0%減

工業用水道事業会計

482万円
前年度比 増減なし

一般会計　117億5200万円【前年度比7.2％増】

特  　

別  　

会  　

計

企  　

業  　

会  　

計

茨城町　議会だより　禦



平成３ ０年度 当初予算可決

魚　茨城町　議会だより

防犯灯LED化推進事業 4720万円
町及び区が管理する防犯灯約 2500基の
ＬＥＤ化を、町が一括して行う。

多子世帯保育料軽減事業 998万円

平成30年度の主な新規・拡大事業

中間所得層の３歳未満の第３子にかかる保
育料無償化及び３歳未満の第２子にかかる
保育料を半額化する。

健康ポイント事業 122万円
健康づくりの取り組みに健康ポイントを付
与、一定のポイントを貯めた方には健康関
連グッズ等を進呈し、健康意識の向上を図
る。

合併浄化槽設置整備事業補助金
2952万円

生活排水による水質汚濁を防止するため、
合併処理浄化槽（高度処理型）設置者に対
して、補助金を交付する。

世界湖沼会議事業 789万円
平成30年10月に開催される世界湖沼会議
のサテライト会場となる涸沼自然公園にお
いて、涸沼環境フェスティバルを兼ねたイ
ベントを開催する。

涸沼自然公園内木道整備事業
2022万円

平成29年10月発生の台風により損壊した
涸沼自然公園内の木道修繕工事を行う。



茨城町　議会だより　亨

平成３ ０年度 当初予算可決

補正後の額補正額補正前の額会　計　名

114億7463万円▲2億7737万円117億5200万円一　 般　 会　 計

教育費　▲２億7737万円
・長岡小学校大規模改造事業費　▲2億7737万円
　平成29年度 国の補正予算にて学校施設環境改善交付金が採択されたため、予算を前倒しして平成29年度
　補正予算に計上したことによる減。

○一般会計補正予算の概要

高規格救急自動車購入事業
3977万円

老朽化した高規格救急自動車を更新し、緊
急時の対応に備える。

語学指導経費 1673万円
小学校における英語教育の教科化に向け、
語学指導助手を増員し、各小学校に１名ず
つ配置する。

長岡小学校大規模改造事業
2億8335万円（平成29年度繰越予算を含む）

校舎の大規模改修（内外装の改修等）及び
空調設備整備を行い、教育環境の充実を図
る。

旧沼前小学校グラウンド整備事業
5790万円

グラウンドを芝生化し、町内スポーツ団体
の育成、地域交流の充実を図る。

可決された平成30年度補正予算



享　茨城町　議会だより

一般質問

問答

問

問答問答

答

　
　

小
さ
な
子
ど
も
連
れ
の
方
が
気
兼
ね
な
く
図
書

館
を
利
用
で
き
る
よ
う
「
赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
」
を
設

け
た
り
、子
ど
も
た
ち
向
け
の
読
書
通
帳
を
つ
く
り
、

読
書
へ
の
動
機
づ
け
に
し
た
り
と
取
り
組
み
に
工
夫

を
。

　
　
「
絵
本
と
な
か
よ
し
」
の
読
み
聞
か
せ
事
業
で

使
用
し
て
い
る
部
屋
を
活
用
し
、
利
便
性
の
向
上
と

利
用
者
の
増
を
検
討
し
て
い
く
。
読
書
通
帳
に
つ
い

て
は
、
児
童
生
徒
を
対
象
に
記
録
を
行
う
た
め
の
用

紙
と
バ
イ
ン
ダ
ー
を
配
付
し
、
目
標
達
成
者
の
表
彰

を
実
施
。
今
後
も
他
市
町
村
の
先
進
事
例
な
ど
を
参

考
に
し
、
図
書
館
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

平
成
30
年
度
か
ら
の
米
政
策
の
変
更
で
直
接
支

払
交
付
金
が
廃
止
さ
れ
る
。
町
単
独
の
補
助
制
度
は

継
続
・
制
度
拡
充
す
る
の
か
。
戸
別
所
得
補
償
、
価

格
保
証
も
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

直
接
支
払
交
付
金
は
廃
止
さ
れ
る
が
産
地
交
付

金
の
交
付
対
象
・
内
容
は
拡
充
さ
れ
る
予
定
。
ま
た

町
助
成
金
は
３
８
０
０
万
円
を
今
議
会
に
提
案
し
て

い
る
。
現
行
の
経
営
所
得
安
定
対
策
は
、飼
料
用
米
、

麦
、
大
豆
等
の
戦
略
作
物
に
対
す
る
助
成
な
ど
を
実

施
。
引
き
続
き
支
援
制
度
を
最
大
限
活
用
し
て
、
農

業
経
営
の
安
定
を
図
っ
て
い
く
。

　
　

平
成
31
年
度
か
ら
始
ま
る
農
業
経
営
収
入
保
険

制
度
と
は
。
農
家
へ
の
説
明
を
徹
底
し
、
役
立
つ
制

度
と
な
る
よ
う
農
家
の
要
望
を
聞
く
べ
き
。

　
　

農
業
経
営
収
入
保
険
制
度
は
、
品
目
の
枠
に
と

ら
わ
れ
ず
に
農
業
経
営
者
ご
と
に
収
入
全
体
を
見
て

総
合
的
に
対
応
し
得
る
保
険
制
度
で
、
平
成
31
年
１

月
よ
り
導
入
さ
れ
る
も
の
。
対
象
者
は
、
青
色
申
告

を
行
っ
て
い
る
農
業
者
。
今
後
も
積
極
的
な
周
知
・

説
明
を
行
い
、
関
係
機
関
と
協
力
し
加
入
促
進
や
円

滑
な
導
入
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　

現
在
、
図
書
館
で
は
、
小
・
中
学
校
へ
選
書
し

た
本
を
届
け
る

出
前
図
書
を
行

っ
て
い
る
が
、

そ
の
際
、
子
ど

も
た
ち
か
ら
本

の
リ
ク
エ
ス
ト

を
受
け
、
届
け

る
よ
う
に
し
た

ら
ど
う
か
。

　
　

受
入
体
制
や
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
問
題
も
考
慮

し
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
い
く
。

川澄　敬子　議員

問答 一般質問
図
書
館
の
利
用
者
増
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
を

先
進
事
例
な
ど
を
参
考
に
し

図
書
館
の
充
実
に
取
り
組
む

問答
農
業
経
営
が
持
続
で
き
る

条
件
の
整
備
を

支
援
制
度
を
最
大
限
活
用
し

経
営
の
安
定
を
図
っ
て
い
く

町立図書館の充実を

問答
原
子
力
災
害
時
に
お
け
る

い
わ
き
市
民
の
広
域
避
難

計
画
の
町
等
と
の
協
定
内

容
に
多
く
の
課
題
あ
り

災
害
対
策
基
本
法
な
ど
に
基
づ
き
、

広
域
避
難
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、

必
要
事
項
を
定
め
た
も
の
。
今
後
、

関
係
自
治
体
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

その他のその他の
質問質問
その他の
質問



茨城町　議会だより　京

一般質問

問問

答問答

答

　
　

水
戸
警
察
署
に
設
置
要
望
を
行
っ
た
が
、
交
通

量
や
道
路
の
形
状
か
ら
も
難
し
く
、
相
当
の
時
間
を

要
す
る
と
回
答
が
あ
っ
た
。
今
後
の
交
通
状
況
や
地

元
の
要
望
等
を
踏
ま
え
、警
察
署
と
協
議
し
て
い
く
。

　
　

涸
沼
に
お
け
る
水
上
バ
イ
ク
等
の
乗
り
入
れ
に

よ
り
、
環
境
面
で
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
、
禁
止
を
強

く
求
め
る
声
も
あ
が
る
。禁
止
す
る
法
律
は
な
い
が
、

打
開
策
を
目
指
し
、
県
等
へ
の
働
き
か
け
を
強
く
求

め
る
。

　
　

引
き
続
き
、

県
条
例
で
の
取
り

締
ま
り
、
指
導
な

ど
を
水
戸
警
察
署

に
要
請
す
る
と
と

も
に
、
連
携
パ
ト

ロ
ー
ル
等
を
実
施

し
て
、
涸
沼
に
お

け
る
水
上
交
通
安

全
の
確
保
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

　
　

移
転
し
た
駒
場
庁
舎
へ
の
案
内
表
示
が
主
要
地

方
道
路
に
は
な
い
。
わ
か
り
や
す
い
案
内
表
示
を
設

置
す
べ
き
。

　
　

町
道
１
１
６
号
線
の
駒
場
庁
舎
近
く
の
交
差
点

付
近
に
今
年
度
内
に
設
置
す
る
予
定
。
県
道
大
洗
・

友
部
線
の
堤
団
地
入
口
に
設
置
さ
れ
て
い
る
信
号
機

に
、
交
差
点
名
表
示
板
を
設
置
す
る
こ
と
を
検
討
。

　
　

児
童
や
地
域
住
民
の
安
全
確
保
の
た
め
、
駒
場

庁
舎
近
く
の
町
道
交
差
点
に
信
号
機
を
設
置
す
べ

き
。

海老澤　忠　議員

問答 一般質問
駒
場
庁
舎
へ
の
案
内
表

示
や
付
近
交
差
点
の
信

号
機
設
置
を

案
内
表
示
の
設
置
を
検
討
し

て
い
る
。
信
号
機
は
警
察
署

と
協
議
し
て
い
く
。

問答
涸
沼
に
お
け
る
水
上
バ

イ
ク
等
の
乗
り
入
れ
禁

止
に
打
開
策
を

県
条
例
で
の
取
り
締
ま
り
な

ど
を
警
察
署
に
要
請
す
る

涸沼の豊かな自然を保全するために

問答
公
園
の
案
内
表
示
板
を
わ
か

り
や
す
く
設
置
す
べ
き

利
用
者
の
利
便
性
を
図
れ
る
よ
う
表

示
改
善
を
検
討
す
る

問答
新
生
児
聴
覚
検
査
に
公
費
助

成
を

他
自
治
体
の
動
向
や
町
の
財
政
状
況

を
勘
案
し
検
討
す
る

問答
道
路
法
面
へ
の
薬
剤
散
布
を

抑
制
す
べ
き

引
き
続
き
、
各
区
長
へ
の
お
願
い
や

町
広
報
紙
等
を
活
用
し
、
周
知
徹
底

を
図
っ
て
い
く

その他のその他の
質問質問
その他の
質問

〔ラムサール条約登録湿地汽水湖涸沼〕より
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一般質問

問

問答

答

　
　

Ｇ
Ａ
Ｐ（
農
業
生
産
工
程
管
理
）
の
認
証
の
取

得
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

選
手
や
関
係
者
に
提
供
さ
れ
る
食
材
・
農
作
物
と
し

て
の
資
格
を
得
る
た
め
や
販
路
・
需
要
の
拡
大
の
た

め
に
も
、
今
後
重
要
で
あ
り
、
推
進
し
て
い
く
べ
き
。

　
　

生
産
者
に
対
し
て
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
の
普
及
を
図
る

と
と
も
に
、Ｊ
Ａ
、
各
生
産
法
人
と
連
携
し
な
が
ら

「
茨
城
県
Ｇ
Ａ
Ｐ
第
三
者
確
認
制
度
」
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
認
証
の
所
得
を
促
進
し
て
い
く
。

※

Ｇ
Ａ
Ｐ（
農
業
生
産
工
程
管
理
）…

農
業
に
お
い

て
食
品
安
全
、
環
境
保
全
、
労
働
安
全
等
の
持
続

可
能
性
を
確
保
す
る
た
め
の
生
産
工
程
管
理
の
取

り
組
み
の
こ
と
。

　
　

町
に
お
い
て
生
産
さ
れ
る
高
品
質
の
農
作
物
を

Ｐ
Ｒ
し
、
全
国
へ
発
信
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
農

作
物
の
認
証
制
度
を
活
用
し
、
そ
の
推
進
を
強
化
す

べ
き
。

　
　

町
で
は
、
特
別
栽
培
農
産
物
認
証
制
度
、
エ
コ

フ
ァ
ー
マ
ー
制
度
、
地
理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
）
保
護
制

度
を
活
用
し
て
い
る
。特
に
Ｇ
Ｉ
制
度
で「
飯
沼
栗
」、

「
水
戸
の
柔
甘
ね
ぎ
」
が
登
録
さ
れ
、
品
質
の
高
さ

や
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
る
。
今
後
も

生
産
者
に
対
す
る
各
種
支
援
を
実
施
し
、
認
証
制
度

を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
。

大山　宏治　議員

問答 一般質問
農
産
物
認
証
制
度
の
活

用
、Ｇ
Ａ
Ｐ
の
推
進
を

積
極
的
に
活
用
し
、
推
進
し

て
い
く

ＧＩ制度に登録された飯沼栗と水戸柔甘ねぎ

問答
　
　

涸
沼
に
生
息
す
る
生
き
物
な
ど
を
紹
介
す
る
展

示
ス
ペ
ー
ス
や
水
鳥
な
ど
の
観
察
で
き
る
施
設
が
必

要
。
水
鳥
湿
地
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
状
況
を
伺
う
。

　
　

水
鳥
誘
致
セ
ン
タ
ー
は
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に

登
録
さ
れ
、
特
に
水
鳥
が
飛
来
す
る
湿
地
を
対
象
に

環
境
省
が
整
備
す
る
施
設
。
涸
沼
の
魅
力
を
広
く
発

信
す
る
拠
点
と
し
て
の
役
割
や
、
交
流
・
学
習
の
場

に
も
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
の
で
、
平
成
28
年
度

か
ら
「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
ひ
ぬ
ま
の
会
」

が
主
体
と
な
り
、
茨
城
県
と
と
も
に
、
環
境
省
に
対

し
て
要
望
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
今
後
も
多
く
の
メ

リ
ッ
ト
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、
関
係
機
関
等
と
の

連
携
を
図
り
、積
極
的
な
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ま
た
候
補
地
の
選
定
や
整
備
後
の
利
活
用
計
画
等
の

策
定
に
向
け
、
茨
城
県
、
関
係
市
町
と
の
協
議
を
進

め
て
い
く
。

問答
水
鳥
湿
地
セ
ン
タ
ー
の

誘
致
状
況
は

県
、
関
係
市
町
と
と
も
に

環
境
省
に
要
望
活
動
。

積
極
的
な
誘
致
に
取
り
組
む

やわらか
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議
員
出
席
状
況

　
　
3
月
定
例
会

　
　
　
3
月
1
日
　
全
員
出
席

　
　
　
　
　
5
日
　
全
員
出
席

　
　
　
　
　
　
日
　
全
員
出
席

12

　
傍
聴
者
数

　
　
3
月
定
例
会

　
　
　
　
　
男
　
　
　
名
22

　
　
　
　
　
女
　
　
3
名

　
　
　
　
　
合
計
　
　
名
25

傍
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

広
 報
 委
 員
 会

　
　
委
　員
　長
　
鳥
羽
田
　
創
　
造

　
　
副
委
員
長
　
川
　
澄
　
敬
　
子

　
　
委
　
　
員
　
鳥
羽
田
　
　
　
力

　
　
　
　〃
　　
　
石
　
川
　
祐
　
一

　
　
　
　〃
　　
　
入
　
野
　
富
　
男

　
　
　
　〃
　　
　
大
　
山
　
宏
　
治

議会活動報告・お知らせ

審　議　等　の　内　容種 　別時 刻曜月/日期

全員協議会
10時木6/71

議案一括上程、提案理由説明本　会　議

議事調査休　　　会金6/82

議事調査休　　　会土6/93

議事調査休　　　会日6/104
一般質問
議案等の質疑、委員会付託本　会　議

10時月6/115
付託案件の審査（常任委員会）委　員　会

付託案件の審査（常任委員会）委　員　会10時火6/126

付託案件の審査（常任委員会）委　員　会10時水6/137

議会運営委員会

10時木6/148 全員協議会

付託案件の報告、質疑、討論、採決本　会　議

平成30年第２回定例会　会期日程（予定）

議
会
活
動
報
告

  県
北
中
央
町
村
議
会
議
長
会

  議
員
研
修
会

 　開
催
日
：
平
成
　
年
２
月
２
日

30

　場
　
所
：
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

　内
　
容
：「
本
県
の
教
育
行
政
に
つ

　
　
　
　
　い
て
」

　講
　
師
：
茨
城
県
副
知
事

　
　
　
　
　小
野
寺
　
俊
 氏

  茨
城
県
町
村
議
会
議
員

  自
治
研
究
会

 　開
催
日
：
平
成
　
年
２
月
　
日

30

21

　場
　
所
：
茨
城
県
市
町
村
会
館

　内
　
容
：「
ス
ポ
ー
ツ
が
創
る
！

　
　
　
　
　地
域
の
理
想
の
未
来
像
」

　
　
　
　　
～
東
京
２
０
２
０
と
地
域

　
　
　
　
　の
レ
ガ
シ
ー
を
考
え
る
～

　講
　
師
：
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
タ
ー
・

　
　
　　
　
キ
ャ
ス
タ
ー
　

　
　
　　
　
青
島
　
健
太
 氏

娃 娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃


